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１．はじめに 

コンクリート床版の疲労耐久性を向上させることを目的として，炭素繊維シート（以下 CFS）接着工法

が用いられている．CFS は高強度，高耐久であるのみならず，軽量で複雑な形状にも対応できる等，施工

性にも優れた特徴を有しており，下面からの施工が要求される床版の補強には適した工法である．しかし，

鋼板接着工法に比べて経済性に劣る点が指摘されている． 

本報では，このような問題を解決するため，梁の曲げ補強において効果が確認されている，緩衝材を用

いた CFS 接着工法 1)の床版補強への適用性について検討を行った．すなわち，緩衝材を用いることによっ

て CFS の補強量を減らしたコンクリート床版に対して輪荷重走行試験を行い，標準工法との疲労耐久性の

比較を行った．  

２．試験の概要 

試験体の形状および主な材料の物性を図-1，表-1 にそれぞれ示す．試験体は，幅 2 m，長さ 3m，厚さ 18cm

の鉄筋コンクリート床版である．床版下面の CFS を接着する面は，ディスクサンダーで研磨した後，プラ

イマーを塗布した．その後，緩衝材を 0.5mm の厚さとなるように重量管理により塗布し，含浸接着樹脂（エ

ポキシ）を用いて CFS(目付 400g/㎡，高強度タイプ)を主筋および配力筋方向にそれぞれ１層ずつ接着した．

CFS の接着範囲は，主筋方向はハンチ下端まで，配力筋方向はハンチ上端までとした．  

試験体の支持は，長辺方向（橋軸方向かつ荷重走行方向）の２辺を単純支持，短辺方向（橋軸直角方向）

の２辺を横桁による弾性支持とした．載荷は，荷重 150kN で 10 万回慣らし走行を行った後，荷重 180kN

で 70 万回走行し，この時点で破壊しない場合には荷重 210kN でさらに 20 万回走行を行った．繰返し走行

の各段階において，床版のたわみを変位計で，上面のコンクリート，主鉄筋，配力筋および CFS のひずみ

をひずみゲージでそれぞれ計測するとともに，コンクリートのひび割れや CFS の付着状況を観察した．  
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表-1 材料の物性 

材料 材質・物性 

引張強度 3,400N/mm2 CFS

（400g/m2） 引張弾性率 2.30×105N/mm2 

引張強度  1.7 N/mm2 

引張弾性率 1.0N/mm2 

せん断弾性率 1.0N/mm2 
緩衝材 

伸び率 123% 

鉄筋  D16（SD295） 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 圧縮強度 31.4 N/mm2(28 日) 

 
図-1 試験体の形状 

土木学会第57回年次学術講演会（平成14年9月）

-687-

V-344



0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

-1,000-50005001,000

床版中央からの位置(mm)

付
着

応
力

(N
/m

m
2 ）

10万回
40万回
80万回

CF400S CF600

図-2 たわみ分布の変化 図-3 中央たわみの変化 

 ３．試験結果および考察 

 (1)床版のたわみ 

図-2 に活荷重による橋軸方向のたわみ分布の変化を示す．試験体(CF400S)は 100 万回走行後も破壊せず，

CFS のはく離も認められなかった．比較のため標準工法(CF600)の結果も併せて示す．ここで，標準工法と

は，緩衝材を用いずに，目付 600g/㎡相当の CFS（高強度タイプ）を２方向に接着したものである 2)．これ

らの結果から，100 万回走行後のたわみに大きな差は見られず，緩衝材を用いることにより，標準工法の

2/3 の量の CFS でも同等の疲労耐久性を有していると考えられる．また，図-3 に中央たわみの変化を示す．

緩衝材を用いた場合は，走行回数の増加によるたわみの増大が標準工法に比べて小さく，疲労による剛性

の低下が小さいものと考えられる．  

 (2)CFS のひずみ 

図-4 に荷重 180kN 時の橋軸方向の CFS のひずみ分布を示す．緩衝材を用いた場合は，ひずみが広い範

囲に分布しているため，CFS の剛性が低いにもかかわらず，最大ひずみは標準工法よりも小さくなってい

る．また，走行回数の増加によるひずみの増大も小さく，安定した挙動を示していると考えられる．図-5

に CFS のひずみから算出した平均付着応力の分布の変化を示す．緩衝材を用いた場合は，付着応力が全体

的に小さく，応力集中もみられない．また，標準工法では，床版中央近傍で付着応力が若干低下している

が，緩衝材を用いた場合は，付着応力の低下がみられず，付着劣化に対する抵抗性が高いと考えられる．  

４．まとめ 

 ①緩衝材を用いることで，標準工法の 2/3 の量の CFS で同等の疲労耐久性が確保できる．  

 ②緩衝材を用いた CFS では，付着劣化に対する抵抗性が高く，床版の剛性低下が小さい．  
【参考文献】1)前田 ,小牧 ,坪内 ,村上:緩衝材を用いた炭素繊維ｼｰﾄ接着工法の補強効果，ｺﾝｸﾘｰﾄ工学年次論文
集 ,Vol.23,No.1,pp.817-822,2001. 2)建設省土木研究所 ,炭素繊維補修･補強工法技術研究会 :炭素繊維ｼｰﾄ接着
工法による道路橋ｺﾝｸﾘｰﾄ部材の補修･補強に関する設計･施工指針(案),1999. 
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